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固体Heの理論に関 して,岩本 &生井沢 r '66, '71)〔以下 Ⅰ-N理論と呼ぶ )

が,非常に興味深い議論を行なった｡又,最近,それに類する多 くの仕事がなされて来て

いるが,た ,ゞそれらの議論は必ず しも多体論的に基礎付けがされている訳ではない｡

我々は,ここで Ⅰ-N理論を吟味 し,更にその一般化を試みるc

考えるモデルは,

H - T+V,(T - 滝 ▽i2,Ⅴ - i至j V ij)

で, 2体相互作用 Ⅴ･ljとしては,例えば HardCore を含む現象論的 Potential

をとる｡こ でゝ,塀手や2体相互作用 uij〔但し, Hard Core を含まぬものとする｡)

を導入 して,Hを形式的に,

iく j l j )

H - Ho+ Hl, (Ho≡ T+ U,Hl≡ Ⅴ-U,･U ≡ Z u ･

と変形 し,無摂動系Hoに対 して,Hlを摂動として取扱 うことを考える｡従って,そ

ljは摂動展開の収束が良くなるように,適当に選べばよい｡
際, u ･

さて,我々は∴ uiiの具体的な運び方として,例えば,基底状態 のエネルギーを求め
′

る摂動矧 こ於いて･.そ噂 で, 2体の多重散乱からの寄与 dE′(AE■- <0 皇 j
′■■l′ ′■■′

kij 喜0 > , kij- ~uij+ vij~ uij●g｡●vij
/
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vij･go･uiJ Vij･go･uij+…･･…･,

～ ､-1
vij- 〔1- vij･go→ ･vij, go
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が零になるようにするoこ でゝ, kij 最初 の2項のみを用いて,
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(-uij+ vij)lo> =O

になるように uij を濯べば,本質的に ト N理論を与える｡ 日舞密にはHoに対 して,

Hartree近似更にHarmonic近似を施 したもの)

一次に, kij を少 し変形すると

kij - 〔1+ u ij･g o 了 1 ･ 卜 u ij +v ijr l+g･kij ) 〕 とな り,

卜 uij+ vij〔1+ g｡･kij)〕Io> ≡ o 即ち,

uijlo > ≡ vijJij> ,服 し, (Ho+ vij-Vij-W･o)lij>-0)

となるように uij を溝べば,

△E/ - 2< OZvij-uijZij> - 2< 05日O-Wo恒 > - 0
iく j i< j

となる｡後は,このようにして,得られたH｡に対 して,Hartree近似 + Harmonic

近似,或は,更に近似を上げて Self-Consistent-Phonor)近似を施 してやれば

上記 の い j> に関する固有値方程式は,数値的に解ける形になる｡

現在までにPreliminaryな結果 (前者の近似法を用い,更に,近似的に固有値方程

式を解いたO )として,基底状態エネルギーeT(moler volume 24･77cc )

ET=-2.86oKrc･f･ 実験値 ex～- -O･6oK, Ⅰ-N理論 EIN=-33O oK),

又, R.P.Ac phononの dispersion curve として,定性的に,他のS. C.

P.近似の数値計算の例と余り変らぬ答を得た｡
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